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本書の構成と梗概
 本書の章別編成は以下のようになっている。
第１章 電気事業の創始（～1903年）
  第１節 電気事業の創始
  第２節 東京電燈の設立と発展
  第３節 横浜共同電燈の設立と発展
  第４節 草創期の地域電気事業
第２章 長距離高圧送電時代の到来（1904～13年）
  第１節 日露戦争後の電気事業ブーム
  第２節 長距離高圧送電と東京電燈
  第３節 大容量水力開発の進展
  第４節 地域電気事業の展開
第３章 三電競争と電気事業の拡大（1914～23年）
  第１節 第１次大戦と電気事業の発展
  第２節 三電競争の展開
  第３節 東京電燈の拡大戦略
  第４節 地域電気事業の発展
第４章 「電力戦」の展開（1924～31年）
  第１節 電力主導の経済発展
  第２節 東京電燈と「電力戦」
  第３節 東京電燈の経営改革
  第４節 地域電気事業の動向
第５章 電気事業の協調と安定（1932～38年）
  第１節 昭和恐慌後の景気回復と協調体制
  第２節 「電力戦」の終焉と東京電燈
  第３節 東京電燈の営業の革新と再建整理
  第４節 地域電気事業の展開
第６章 戦争と電力国家管理（1939～45年）
  第１節 戦時経済と電気事業
  第２節  国家管理の進展による民営電気事
業の解散
  第３節  日本発送電と同東京支店の事業展開
  第４節 関東配電の事業展開
第７章  戦後再編成期の関東の電気事業（1945
～51年）
  第１節 戦後改革と電気事業再編成
  第２節 戦後国家管理下の電力需給
  第３節  日本電気産業労働組合と第２次関
東配電労働組合
  第４節 戦後国家管理下の電気事業経営
第８章  東京電力の発足と経営基盤の形成
（1951～60年）
  第１節 日本経済の復興と高度成長
  第２節 東京電力の発足と経営の近代化
  第３節 供給力の強化と火主水従への移行
  第４節 労使関係の安定化
  第５節 業績の安定化
第９章  東京電力の経営刷新と高度経済成長へ
の貢献（1961～73年）
  第１節  世界史に類例をみない経済成長と
９電力体制の定着
  第２節 先見的経営と「人間能力の開発」
  第３節 電源開発と公害対策の同時推進
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  第４節 低廉で安定的な電力供給の実現
  第５節 高度経済成長への多面的な貢献
第10章  経営環境の激変と東京電力の危機対応
（1974～85年）
  第１節 多重苦の同時発生
  第２節 危機への対応
  第３節 原子力中心の新エネルギー戦略
  第４節 苦難への挑戦と料金改定
  第５節  「石油危機克服の優等生」の一員
として
第11章  21世紀へ向かう東京電力（1986～2000年）
  第１節 日本経済の変調と競争原理の再導入
  第２節 戦略的経営と自由化時代の到来
  第３節 電源ベストミックスと安定供給
  第４節 低廉な電気供給の再構築
  第５節 21世紀の東京電力
 以上が本書の章別構成である。次にそれらの
内容を簡単に紹介しておこう。
 第１章においては，まず世界的なまた日本国
内における草創期の電力業の事業環境について
述べられている。次にわが国初の電力会社であ
る東京電燈の創立事情と設立後10年間ほどの経
営状況が明らかにされている。その中で集中火
力への移行経過と，若尾一族を中心とした甲州
財閥の進出が指摘されている点は注目にあたい
しよう。また，関東では東京に次ぐ大都市であ
った横浜における電力会社の設立と日露戦争前
までの事情について述べられている。最後に
「草創期の地域電気事業」として，明治期に開
業した関東各地の電力企業にふれている。
 第２章では日露戦後の電力業をめぐる動向を
概観し，当時の電力行政のあり方や報償契約の
登場について述べている。その後，東京電燈が
わが国初の大容量水力発電所と長距離高圧送電
線を建設した事情と同社の第１次大戦前までの
経営状況が明らかにされる。次に鬼怒川水電や
桂川電力などによる大容量水力発電所の建設状
況にふれており，最後に北関東を中心とした当
時の地方電力事業の状況が示されている。
 第３章では，まず第１次大戦期のブームで電
力需要が大きく増加した経緯が述べられ，次い
で1913年から数年間東京市場を舞台に東京電
燈・日本電燈・東京市電気局の間で展開された
いわゆる「三電競争」の状況が明らかにされて
いる。競争の実態やその後の各社の動向が示さ
れている点は重要であろう。次いで「東京電燈
の拡大戦略」として，大戦期から1920年代初頭
にかけて大容量水力と長距離送電を土台として
東京電燈が展開した企業規模の拡大運動の実態
が述べられている。この時期に関東地方の電力
事業の中核として東京電燈が支配権を確立した
と評価されているのであろう。最後に地方の小
規模電力・卸売電力・兼業企業に分けて関東各
地の電力企業についてふれられている。この部
分では，小規模のサンクションガス発電とフィ
ラメント電球に技術的基礎をおいた帝国電燈に
おける経営の実態解明が注目される。
 「電力戦」の展開を扱った第４章は戦前期の
ハイライトであろう。まず第１次大戦後におけ
る電力業のリーディング・インダストリーとし
ての役割についてふれられており，電力外債や
家庭用電力市場の拡大，電力統制の登場などが
取り上げられている。そして東京電燈が関連し
た「電力戦」の分析にうつり，大同電力・東京
電力（東邦電力）・日本電力の順で東京電燈が
それら各社との間で行った「電力戦」の実態が
解明され，さらに「電力戦」の東京電燈に与え
た経営上の影響が示される。次に，「電力戦」
などの影響で放漫になった東京電燈の経営改革
への取り組みについて述べられているが，改革
の本格的展開については次章で再度ふれられ
る。最後に卸売電力企業などの関東各地の電力
企業の展開が明らかにされている。
 第５章は，「電力連盟」設立の時期から電力
国家管理実施前の時期を取り扱っている。ま
ず，昭和恐慌を脱出する過程における電力業の
役割が述べられているが，とくに「電力連盟」
の誕生による電力業界における協調体制の成立
が強調されている。その後，東京電燈がかかわ
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った「電力戦」の余波の処理に当たり「電力連
盟」が果たした役割が明らかにされる。そし
て，関東で中心的地位にあった東京電燈の経営
革新についてふれられており，そこでは小林一
三の果たした役割が評価されている。この点は
戦後につながる電力企業の経営方針が確定した
という点で重要な論点であるように思われる。
最後に卸売電力企業など，東京電燈以外の関東
各地の電力企業の状況が示されている。
 第６章は戦時における電力国家管理期の関東
の電気事業の状況を検討したものである。ま
ず，電力国家管理の登場する過程とその意味
が，電気事業の全国的発展と関連づけて論じら
れている。ここでは，電気事業者からの反対運
動に関する記述と電力国家管理の世界的動向に
ついての指摘がなされている。次に，東京電燈
を中心とする関東地方の電気事業者の電力国家
管理に対する対応が検討されているが，ここで
の記述は第２次電力国家管理の時期を含んだも
のとなっている。次節では日本発送電東京支店
の営業状況が，またその後では関東配電の事業
の実態が示されている。ただし，本章での検討
は戦時期に限定されており，戦後の両社の経営
は次章の課題となっている。
 第７章は，戦後改革の時期における関東地方
の電力企業の経営実態を取り扱っている。ま
ず，「戦後再編成期の関東の電気事業」として，
集中排除を念頭においた占領軍や政府ならびに
財界・電気事業界をめぐる状況が，労働組合の
動向も含めて記述されており，それらが現在の
９電体制に収斂していく過程が追跡されてい
る。次に関東を中心に電気需要の特徴とその変
化が明らかにされる。また，戦後に登場した電
気事業関係の労働組合の役割とその闘争方針の
変化が述べられているが，急進的な全国単一組
合から労使関係の安定を重視した地域別労働組
合への変化が，その分析の基調であろう。最後
に，当時の関東地方における電力企業の経営状
況が日本発送電関東支店と関東配電の２社を中
心に分析されている。
 第８章は「東京電力の発足と経営基盤の形
成」と題して，同社の設立とその後の1950年代
における展開が検討される。まずわが国経済の
復興から高度成長への移行が，電力需要の伸び
にいかなる影響を与えたか，その点が全国と関
東地方に分けて分析されている。次に東京電力
設立時の状況とその後10年間程における同社の
経営近代化の過程が追跡される。次いで東京電
力の同期間における電気供給力の強化の実態が
示されており，その中でもとくに火力発電力の
強化といわゆる「火主水従」の供給体制成立が
強調されている。また，日本原電による原子力
発電の開始にもふれられている。また，東電労
組の設立過程とそれがもたらした労使関係の安
定化が述べられており，最後に高度成長期にか
けての時期に東京電力の経営業績が向上した状
況が示されている。
 第９章は高度経済成長真っ只中の東京電力の
状況が分析されている。まず高度成長による東
京電力の経営環境の変化が検討されている。と
くに，「消費革命」による家庭用電力消費の増
加と電力消費ピークの夏期への移行が強調され
ている。また電気料金の低位安定化と９電力体
制の確立が指摘されている。次いで「先見的経
営と『人間能力の開発』」と題して木川田一隆
を中心とした東京電力の経営刷新の展開が述べ
られ，労使関係の一層の安定化にもふれられて
いる。次に同時期における東京電力の供給力強
化の過程が詳細に分析されており，高度成長期
の後半に顕著になってきた公害問題に対する同
社の積極的な対処の実態が示されている。ま
た，高度経済成長期に実現した長期間にわたる
安価な電力料金体制の実現要因が明らかにされ
る。最後に，東京電力の経済成長への貢献が，
エネルギー革命の推進や多額の設備投資の実行
などの点を中心に明らかにされている。
 第10章では「経営環境の激変と東京電力の危
機対応」と題して，第１次オイルショック時か
らプラザ合意までの時期における同社の経営状
況が分析されている。高度成長の終焉により
「多重苦」が同時に東京電力を襲い，それから
の脱出手段として，電気料金の値上げや原子力
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発電の推進による「脱石油化」の過程が追跡さ
れており，それらの対策が功をそうしたことな
どにより安定成長を迎えたことが示されてい
る。また「危機への対応」として，平岩外四社
長を始めとする歴代経営者の行った東京電力の
経営刷新の過程が示されている。さらに原子力
発電の推進，火力発電の脱石油化，揚水式水力
発電所の建設などにより電源の多様化を図った
過程が追跡されている。これと省エネの推進が
同社の危機脱出の基本だったのであろう。しか
しそれらの努力にもかかわらず東京電力は経営
が悪化し，そのため何回かの料金値上げを実施
し，電力料金の低位安定化という状況が失われ
た点が述べられている。最後に「脱石油化・省
エネルギーとその成果」として，同社の経営努
力がわが国経済の安定成長への移行に際して一
定の貢献を果たしたことが明らかにされてい
る。
 第11章は，バブル景気とその破綻の時期から
今世紀を展望する時点で終わっている。この時
期日本経済はいささかの変調をきたしたが，電
力需要の変化は堅調に推移しており，電源の多
様化の成果を反映して，電源ベストミックス化
が進んでいる点が指摘される。その結果電気料
金も低下傾向が続き，再度料金の低位安定化が
実現したとされている。また電気事業法の改正
により，電気事業でも規制緩和が進展し，その
対策として東京電力においても戦略的経営方針
を持つ必要が高まっており，社内での対応が進
んでいる点が示されている。また公害問題は地
球規模に拡大しており，とくに温暖化に対する
対策が切実な問題となっていることが強調され
ている。東京電力は安定的で安価な電力供給と
私企業性の発揮による公益への貢献という，２
つのパズルを解く努力をしながら新世紀に進ま
ねばならないという指摘で本書は結ばれてい
る。
まとめ
 以下，本書についての所感を述べてみよう。
 まず第１に本書は表題が示しているように，
単に東京電力の社史を意図して書かれたもので
はない。もちろん本書の刊行された契機は東京
電力の創立50周年である。そして本書の後半部
は東京電力の社史であるといっていいだろう。
しかし，本書の対象となっているのは東京電力
が設立されて以後の時期にとどまらない。わが
国で電力業が誕生した明治中期以後における関
東地方の電力事業全般をとりあつかっている。
現在の電力企業が営業地域の電力事業の歴史
を，当該企業の社史という範囲を越えて，電力
事業の地域史として刊行することはすでにいく
つかの電力企業によってなされていることであ
る。東北電力・中国電力・関西電力・中部電力
などによって，類似の性格の事業史が刊行され
ている。本書は，関東地方の電力事業史として
最初のものである。
 本書の基本的性格は上記の通りであるが，特
徴的な点をあげておこう。それは関東地方の電
力事業の発展史そのものの特徴につながるもの
である。それがいかなる意味かは次の通りであ
る。関東地方においても，とくに電力事業の初
期には数多くの事業体が存在していた。しか
し，同地方の電力業の発展の特色は，それらの
事業体が歴史の推移とともに東京電燈に集中し
ていったことである。つまり，同地方の電力業
にはその中心として東京電燈という大電力企業
が存在していて，電力国家管理以前の時期にお
いてすでに同地方の電力事業の大部分が東京電
燈によって担われるという状況が生れていたの
である。したがって，本書における電力国家管
理以前の歴史的記述は，東京電燈の発展史を中
心としたものとなっている。もちろん，各時代
に存在していた他の電力企業の歴史も記述の対
象となってはいるが，その基調に各企業が東京
電燈に集中されていく過程の追跡がある。この
点は本書の特色であり，他地方の事業史にはあ
まり明確に現れていない点であろう。とくに，
東京電力株式会社編『関東の電気事業と東京電力電気事業の創始から東京電力50 年への軌跡』
Page:4無断転載禁止　
阪南論集　社会科学編34 Vol. 38 No. 2 東京電力株式会社編『関東の電気事業と東京電力電気事業の創始から東京電力50年への軌跡』 35Mar. 2003
関西地方の電力事業史とは対照的な面を見せて
いるところである。
 次の特徴点は，各時期の歴史的発展を追う際
に可能な限り技術的側面を明らかにしようとし
た点であろう。このことは東京電燈による電気
事業の創成期における記述から，戦後の東京電
力の歴史をとりあつかった部分まで共通してい
る。その努力は単に記述上に見られるだけでは
なく，多数の写真・地図・図表などを駆使し
て，読者に視覚的にも訴えようとした姿勢にも
現れている。
 さらに本書の特色としてつけ加えておかねば
ならないのは，本書の記述がわが国各大学の教
員を中心とする日本経済史・日本経営史の研究
者たちによりなされていることである。本書の
執筆には８名の研究者が参加しているが，おお
むね１人の研究者が１つの章を担当する形とな
っている。もちろん，１冊の書籍にまとめるに
当たり全執筆者共通の視点の設定が行われてい
るのであろうが，本書には第一線研究者による
論文集のようなところもかいまみられる。した
がって本書の記述には，とくに各時代の歴史的
事実発掘という点では，現在の電力業史研究に
おける最先端の成果が反映していると考えられ
る。
 以上のような点が，筆者が管見した限りで感
じられた本書の意義である。本書が量的にも質
的にもヴォリュームたっぷりの力作であること
は間違いない。加えて別冊として，歴史学的に
も貴重なものを含む，詳細な資料集が添付され
ていることも評価されねばならない。これらの
ことから，本書はわが国の電力事業の歴史と現
状を研究する際に，また関東地方の歴史を研究
する際にも，必見の文献であると評価すること
ができるであろう。
 以上のような基本的評価を行った上で，蛇足
ではあるが，筆者の感じた問題を述べておこ
う。その１つは，本書が専門的研究者の執筆に
よる高水準の内容を持っていることは前述の通
りであるが，水準の高さが歴史的事実発掘の範
囲に限定されているきらいがある点である。も
ちろん本書には東京電力という特定企業の社史
という性質があるので，記述の際に禁欲を要す
る点があるのは当然であるが，東京電力設立以
前の事業史をとりあつかった部分には，もう一
歩踏み込んで執筆者の研究者としての評価を行
ってもらいたかった箇所が散見される。たとえ
ば，明治末期に東京電燈の大株主として登場し
て，のちには経営者となる甲州財閥，とくに若
尾一族に対する評価，また三電競争時の政府や
東京市当局の政策意図に関する評価，さらに
「電力戦」に際しての東京電燈ならびに東邦電
力などの経営者の真の意図が奈辺にあったのか
についての評価などが今一歩踏み込んでなされ
ていれば，本書の記述が一層生き生きとしたも
のになったであろうと惜しまれる。
 以上に関連して一言すると，本書を特定企業
の社史として考えるか，それとも１地域の事業
史として歴史に関する専門書の１つとして考え
るか，いずれの考え方を優先すべきか書評を行
っている際の判断に迷いを感じたのが正直なと
ころである。本書のような公益事業を経営する
企業が地域史を刊行していく場合，それらの執
筆者はもちろん，その読者もこの点を十分考慮
する必要があると思われる。
 もう１つの問題点は電力業の技術的側面に関
している。本書が技術的側面を重視して書かれ
ていることは前述の通りであるが，この点でも
もう少し突っ込んだ記述が欲しかったという感
想をもった。本書では，発電所の出力や送電線
の送電電圧さらに送電系統などについてはかな
り詳しく述べられているが，たとえば交流電気
のサイクルについての記述はほとんどない。戦
前の電力業では企業ごとに使用サイクルが異な
っているのが通常であり，電力企業の合併など
際にその統一が大きな問題となったはずであ
る。したがって，東京電燈が周辺の多くの企業
を合併する時にサイクル問題がいかに処理され
たのかは筆者にとっては非常に興味深い問題で
ある。またサイクル問題は，わが国の電力業史
の中における電力国家管理をどう評価するかに
もかかわってくる。国家管理体制のもとでサイ
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クルの統一が大きく前進し，それが電力再編成
を可能にした１要因と考えられるからである。
 ただし，以上の問題点はない物ねだりかもし
れない。本書のような高水準の電力地域史が出
揃いつつあることは喜ばしいことである。今後
はそれらを土台にしたわが国全体の電力史研究
の前進が必要であろう。
（2002年12月13日受付）
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